
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】　非水系インクジェットインクの保存安定性を向上させるとともに、吐出性能に
優れたものとする。
【解決手段】　少なくとも顔料と希釈溶剤と分散剤と酸化防止剤とからなる非水系インク
ジェットインクであって、該インクのヨウ素価が 25～ 60の範囲であり、希釈溶剤が、ヨウ
素価４０～１５０の溶剤を希釈溶剤に対して１０～４０重量％含むことを特徴とする。
【選択図】　　　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 顔 料 と 希 釈 溶 剤 と 分 散 剤 と 酸 化 防 止 剤 と か ら な る 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン
ク で あ っ て 、 該 イ ン ク の ヨ ウ 素 価 が 25～ 60の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 非 水 系 イ ン ク ジ
ェ ッ ト イ ン ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 希 釈 溶 剤 が 、 ヨ ウ 素 価 40～ 150の 溶 剤 を 希 釈 溶 剤 に 対 し て 10～ 40重 量 ％ 含 む も の で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ヨ ウ 素 価 40～ 150の 溶 剤 が 不 飽 和 脂 肪 酸 エ ス テ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 希 釈 溶 剤 が 極 性 有 機 溶 剤 を 50重 量 ％ 以 上 含 む も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
、 ２ ま た は ３ 記 載 の 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 酸 化 防 止 剤 の 含 有 量 が イ ン ク 全 量 に 対 し て 0.01～ １ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ か ら ４ い ず れ か １ 項 記 載 の 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 記 録 を 行 う プ リ ン タ に 供 す る 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク に 関 し 、 特 に 不 揮
発 性 溶 剤 を 主 体 と す る 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 は 、 低 騒 音 で 高 速 印 字 が 可 能 な 記 録 方 法 で あ り 、 最 近 急 速 に 普 及 し
つ つ あ る 記 録 方 法 で あ る 。 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ は 、 流 動 性 の 高 い 液 体 イ ン ク を 微 細 な
ノ ズ ル か ら 噴 射 し 、 記 録 紙 に 記 録 す る 方 式 で あ り 、 オ ン デ ィ マ ン ド タ イ プ （ 随 意 噴 射 ） と
コ ン テ ィ ニ ア ス タ イ プ （ 連 続 噴 射 ） の 方 式 に 大 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 方 式 に 用 い ら れ る イ ン ク と し て は 、 大 き く 水 系 タ イ プ イ
ン ク と 非 水 系 タ イ プ イ ン ク に 分 け ら れ る 。 水 系 タ イ プ イ ン ク は 、 酸 性 染 料 、 直 接 染 料 、 塩
基 性 染 料 等 の 水 溶 性 染 料 を グ リ コ ー ル 系 溶 剤 と 水 に 溶 解 し た も の が よ く 用 い ら れ て い る が
、 水 系 タ イ プ イ ン ク に よ る イ ン ク ジ ェ ッ ト 記 録 物 は 、 一 般 的 に 耐 水 性 が 悪 い と い う 問 題 が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ に 対 し 、 非 水 系 タ イ プ イ ン ク は 耐 水 性 に 優 れ る と い う 利 点 を 有 し て い る 。 非 水 系 タ
イ プ イ ン ク は 、 揮 発 性 溶 剤 を 主 体 と す る 溶 剤 系 イ ン ク と 、 不 揮 発 性 溶 剤 を 主 体 と す る オ イ
ル 系 イ ン ク に 分 け ら れ る 。 特 に 後 者 の オ イ ル 系 イ ン ク は 、 ノ ズ ル の 目 詰 ま り が 生 じ に く い
た め 印 刷 中 の ク リ ー ニ ン グ の 回 数 が 少 な く て 済 む と い っ た 理 由 か ら 、 高 速 イ ン ク ジ ェ ッ ト
プ リ ン タ 用 イ ン ク と し て 適 し て お り 、 多 種 類 の イ ン ク が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 有 機 顔 料 と 有 機 顔 料 の ３ 重 量 倍 以 上 の 水 溶 性 の 無 機 塩 お よ び
水 溶 性 の 溶 剤 の 少 な く と も ３ つ の 成 分 か ら な る 混 合 物 を 混 練 し て 有 機 顔 料 を 微 小 化 し た も
の を 、 分 散 剤 と と も に 高 沸 点 溶 剤 に 分 散 し た 、 25℃ に お け る 粘 度 が ５ ～ 15cpsで あ る イ ン
ク ジ ェ ッ ト イ ン ク が 記 載 さ れ て い る 。 こ の イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク は 、 ノ ズ ル お よ び イ ン ク
供 給 経 路 で の 耐 目 詰 ま り 性 や イ ン ク 吐 出 の 安 定 性 を 改 良 す る も の で あ る が 、 イ ン ク の 保 存
安 定 性 に お い て 充 分 満 足 で き る も の と は 言 え ず 、 特 に 経 時 変 化 に よ っ て 顔 料 の 凝 集 が 起 こ
っ て 、 顔 料 の 分 散 性 が 劣 化 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 イ ン ク の 保 存 安 定 性 が 不 充 分 で あ る と イ ン ク 吐 出 が 不 安 定 と な っ た り 、 イ ン ク 中 の 顔 料
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粒 子 の 濃 縮 不 充 分 が 生 じ 、 形 成 さ れ た 画 像 の 欠 落 、 画 像 の に じ み と な っ た り 、 あ る い は 画
像 濃 度 の 不 足 （ 特 に ベ タ 画 像 部 ） と な る 。 ま た 、 保 存 経 時 し た イ ン ク を 用 い る と フ レ ッ シ
ュ な イ ン ク 使 用 の 場 合 と 吐 出 す る 条 件 （ 印 加 電 圧 な ど ） が 変 動 し た り 、 濃 縮 し て 吐 出 さ れ
る 割 合 が 著 し く 変 化 し 、 得 ら れ る 画 像 が イ ン ク の 保 存 状 態 で 変 化 し て し ま う 等 の 問 題 が 生
じ る 。 イ ン ク の 保 存 （ 貯 蔵 ） 安 定 性 に 極 め て 優 れ た 非 水 系 イ ン ク 組 成 物 と し て 、 例 え ば 、
特 許 文 献 ２ に は 分 散 剤 に エ ス テ ル 構 造 を 有 す る 分 散 剤 を 用 い 、 イ ン ク 溶 剤 の 60重 量 ％ 以 上
を 極 性 有 機 溶 剤 と し 、 さ ら に こ の 極 性 有 機 溶 剤 の う ち エ ス テ ル 系 溶 剤 を 10重 量 ％ 以 上 含 む
も の が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ７ ９ ４ ６ ７ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ １ ８ ０ ８ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る 非 水 系 イ ン ク 組 成 物 は 、 極 性 有 機 溶 剤 を 全 溶 剤 中 の 60重 量
％ 以 上 と す る こ と に よ り 、 ま た 、 相 溶 性 の よ い エ ス テ ル 系 溶 剤 と エ ス テ ル 構 造 を 有 す る 分
散 剤 と い う 特 定 の 選 択 に よ っ て 、 イ ン ク 中 に お け る 分 散 剤 の 溶 解 性 を 安 定 さ せ て 顔 料 の 凝
集 を 抑 制 し た も の で あ る が 、 さ ら な る 保 存 安 定 性 の 向 上 が 期 待 さ れ る 。 ま た 、 ヘ ッ ド ノ ズ
ル か ら の 吐 出 安 定 性 の 維 持 が 可 能 な イ ン ク の 要 請 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 イ ン ク の 保 存 （ 貯 蔵 ） 安 定 性 及 び 吐 出 性
能 に 優 れ た 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク は 、 少 な く と も 顔 料 と 希 釈 溶 剤 と 分 散 剤 と 酸 化 防
止 剤 と か ら な る 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク で あ っ て 、 該 イ ン ク の ヨ ウ 素 価 が 25～ 60の 範
囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。   
　 こ こ で 、 ヨ ウ 素 価 と は 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク に ハ ロ ゲ ン を 作 用 さ せ た 場 合 に 吸 収
さ れ る ハ ロ ゲ ン の 量 を ヨ ウ 素 に 換 算 し て 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク に 対 す る 百 分 率 で 表
し た 数 値 で あ っ て 、 JIS K0070に 基 づ き 電 位 差 滴 定 か ら 求 め た 数 値 で あ る 。 ま た 、 希 釈 溶
剤 は 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク に 含 有 さ れ る 全 て の 溶 剤 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 希 釈 溶 剤 は ヨ ウ 素 価 40～ 150の 溶 剤 を 10～ 40重 量 ％ 含 む も の で あ る こ と が 好 ま し く
、 さ ら に は 、 前 記 ヨ ウ 素 価 40～ 150の 溶 剤 が 不 飽 和 脂 肪 酸 エ ス テ ル で あ る こ と が 好 ま し い
。 ま た 、 前 記 希 釈 溶 剤 は 極 性 有 機 溶 剤 を 50重 量 ％ 以 上 含 む も の で あ る こ と が 好 ま し い 。   
　 前 記 酸 化 防 止 剤 の 含 有 量 は イ ン ク 全 量 に 対 し て 0.01～ １ 重 量 ％ の 範 囲 で あ る こ と が 好 ま
し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク は 、 少 な く と も 顔 料 と 希 釈 溶 剤 と 分 散 剤 と 酸 化 防
止 剤 と か ら な る 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク で あ っ て 、 こ の イ ン ク の ヨ ウ 素 価 を 25～ 60の
範 囲 と し た も の で あ り 、 分 散 剤 が 付 与 す る 顔 料 粒 子 相 互 の 安 定 性 に 必 要 な 反 発 力 と 溶 剤 に
対 す る 分 散 剤 の 充 分 な 溶 解 性 を 得 る こ と が 可 能 で あ り 、 良 好 な 保 存 安 定 性 を 実 現 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 般 に 、 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク は 、 顔 料 同 士 が 凝 集 し な い よ う に 顔 料 表 面 に 反 発
力 を 持 た せ 分 散 安 定 性 を 確 保 す る た め に 分 散 剤 が 使 用 さ れ て い る 。 こ の 顔 料 － 分 散 剤 － 溶
剤 か ら な る 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク に お い て 分 散 安 定 性 に 重 要 な こ と は 、 顔 料 と 分 散
剤 の 相 互 作 用 、 分 散 剤 の 溶 剤 に 対 す る 溶 解 性 、 分 散 剤 が 付 与 す る 顔 料 粒 子 同 士 の 反 発 力 の
大 き さ で あ り 、 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク の よ う な 分 散 媒 が 非 水 性 の 場 合 に は 反 発 力 と
し て 立 体 障 害 が 有 効 で あ る と 考 え ら れ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 二 重 結 合 を 有 す る 分 子 は 屈 曲 し た 構 造 を と る こ と か ら 、 分 散 剤 中 に 二 重 結 合 が 存 在 す る
と 、 そ の 立 体 障 害 に よ り 顔 料 粒 子 同 士 の 反 発 力 を よ り 大 き く す る こ と が で き る と 考 え ら れ
る 。 ま た 分 散 剤 の 溶 剤 に 対 す る 溶 解 性 に お い て は 、 分 散 剤 中 に 二 重 結 合 が 存 在 す る 場 合 に
は 溶 剤 に も 二 重 結 合 が 存 在 し 構 造 が 屈 曲 し て い る 方 が 有 利 で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し 、 イ ン ク 中 の 二 重 結 合 が 多 す ぎ る と 酸 化 に よ る 影 響 を 受 け や す く な る と と も に 、
溶 剤 や 分 散 剤 が 酸 化 す る こ と に よ っ て 、 分 散 剤 の 溶 剤 に 対 す る 溶 解 性 が 落 ち た り 、 分 散 剤
と 顔 料 の 相 互 作 用 が 変 化 し て 、 保 存 安 定 性 が 低 下 す る と と も に イ ン ク 中 に 異 物 が 発 生 す る
こ と が あ る 。 こ の イ ン ク 中 の 異 物 は イ ン ク を 吐 出 さ せ る 際 の ノ ズ ル の 目 詰 ま り の 一 因 と な
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク は 、 こ の イ ン ク の ヨ ウ 素 価 を 25以 上 と す る こ と に
よ っ て 、 分 散 剤 が 付 与 す る 顔 料 粒 子 相 互 の 安 定 性 に 必 要 な 反 発 力 と 溶 剤 に 対 す る 分 散 剤 の
充 分 な 溶 解 性 を 実 現 す る と と も に 、 イ ン ク の ヨ ウ 素 価 を 65以 下 と す る こ と に よ っ て 、 溶 剤
や 分 散 剤 の 酸 化 に よ る 影 響 を 抑 え 、 保 存 安 定 性 及 び 吐 出 性 能 に 優 れ た も の と す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 酸 化 防 止 剤 を イ ン ク 全 量 に 対 し て 0.01～ １ 重 量 ％ 添 加 す る こ と に よ っ て 、 イ ン ク
の 酸 化 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き 、 よ り 保 存 安 定 性 及 び 吐 出 性 能 に 優 れ た 非 水 系 イ ン
ク ジ ェ ッ ト イ ン ク を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク は 、 少 な く と も 顔 料 と 希 釈 溶 剤 と 分 散 剤 と 酸 化 防
止 剤 と か ら な る 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク に お い て 、 こ の イ ン ク の ヨ ウ 素 価 が 25～ 60の
範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 イ ン ク の ヨ ウ 素 価 が 25よ り も 小 さ い 場 合 に は 、 分 散 剤 が 付
与 す る 顔 料 粒 子 相 互 の 安 定 性 に 必 要 な 反 発 力 が 充 分 に 得 ら れ ず 、 ま た 溶 剤 に 対 す る 分 散 剤
の 溶 解 性 が 低 下 す る 。 一 方 、 イ ン ク の ヨ ウ 素 価 が 65よ り も 大 き い 場 合 に は 、 酸 化 に よ る 影
響 を 受 け や す く な る と と も に 、 溶 剤 や 分 散 剤 が 酸 化 し て 分 散 剤 の 溶 剤 に 対 す る 溶 解 性 が 落
ち た り 分 散 剤 と 顔 料 の 相 互 作 用 が 変 化 し て 保 存 安 定 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク の ヨ ウ 素 価 は イ ン ク の 希 釈 溶 剤 や 分 散 剤 と い っ た 構 成 成 分
に 左 右 さ れ る が 、 相 対 量 を 加 味 す る と ヨ ウ 素 価 を 左 右 す る 因 子 は 希 釈 溶 剤 で あ り 、 こ れ を
調 整 す る こ と に よ っ て イ ン ク の ヨ ウ 素 価 を 25～ 60の 範 囲 と す る こ と が 可 能 で あ る 。 具 体 的
に は 、 ヨ ウ 素 価 40～ 150の 溶 剤 を 希 釈 溶 剤 に 対 し て 10～ 40重 量 ％ 含 む も の と す る 。 こ の 場
合 、 あ る １ つ の 溶 剤 の ヨ ウ 素 価 が 40～ 150の 範 囲 に あ っ て 、 こ の 溶 剤 を 希 釈 溶 剤 に 対 し て 1
0～ 40重 量 ％ 含 む も の と し て も よ い し 、 複 数 の 溶 剤 の そ れ ぞ れ の ヨ ウ 素 価 が 40～ 150の 範 囲
に あ っ て 、 こ の 複 数 の 溶 剤 が 希 釈 溶 剤 に 対 し て 10～ 40重 量 ％ を 占 め て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ヨ ウ 素 価 （ iodine value） 40～ 150の 溶 剤 と し て は 不 飽 和 脂 肪 酸 エ ス テ ル が 好 ま し く 、
具 体 的 に は オ レ イ ン 酸 メ チ ル （ IV=80-90） 、 オ レ イ ン 酸 エ チ ル （ IV=70-84） 、 オ レ イ ン 酸
イ ソ プ ロ ピ ル 、 オ レ イ ン 酸 ブ チ ル 、 オ レ イ ン 酸 イ ソ ブ チ ル （ IV=78-88） 、 オ レ イ ン 酸 デ シ
ル 、 オ レ イ ン 酸 オ レ シ ル （ IV=90-120） 、 リ ノ ー ル 酸 メ チ ル 、 リ ノ ー ル 酸 エ チ ル （ IV=125-
145） 、 リ ノ ー ル 酸 イ ソ プ ロ ピ ル （ IV=120-140） 、 大 豆 油 メ チ ル （ IV=125-145） 、 大 豆 油
イ ソ ブ チ ル な ど の エ ス テ ル 系 溶 剤 、 オ レ イ ン 酸 （ IV=88-93） 、 リ シ ノ レ イ ン 酸 （ IV=85-95
） な ど の 高 級 脂 肪 酸 系 溶 剤 、 パ ー ム 油 （ IV=44-58） 、 大 豆 油 （ IV=125-140） 、 つ ば き 油 、
オ リ ー ブ 油 （ IV=77-93） 、 ヒ マ シ 油 （ IV=83-89） 等 の 油 脂 が あ げ ら れ る 。 こ の 中 で も オ レ
イ ン 酸 メ チ ル 、 オ レ イ ン 酸 エ チ ル 、 リ ノ ー ル 酸 エ チ ル 、 リ ノ ー ル 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 大 豆 油
メ チ ル 等 の よ う に 低 粘 度 で あ る ほ う が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 本 発 明 の 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク に 用 い ら れ る そ の 他 の 溶 剤 と し て は 、 極 性 有 機 溶
剤 で は イ ソ ス テ ア リ ル ア ル コ ー ル 、 イ ソ ミ リ ス チ ル ア ル コ ー ル 、 イ ソ パ ル ミ チ ル ア ル コ ー
ル 、 オ レ イ ル ア ル コ ー ル 等 の 高 級 ア ル コ ー ル 系 溶 剤 、 イ ソ ス テ ア リ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル な ど
の 飽 和 脂 肪 酸 エ ス テ ル 系 溶 剤 、 ま た 、 ラ ウ リ ル 酸 メ チ ル 、 ラ ウ リ ル 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 ミ リ
ス チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 パ ル ミ チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 パ ル ミ チ ン 酸 イ ソ ス テ ア リ ル 、 リ ノ
ー ル 酸 イ ソ ブ チ ル 、 イ ソ ス テ ア リ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 、 ト ー ル 油 メ チ ル 、 ト ー ル 油 イ ソ ブ チ
ル 、 ア ジ ピ ン 酸 ジ イ ソ プ ロ ピ ル 、 セ バ シ ン 酸 ジ イ ソ プ ロ ピ ル 、 セ バ シ ン 酸 ジ エ チ ル 、 モ ノ
カ プ リ ン 酸 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 ト リ ２ エ チ ル ヘ キ サ ン 酸 ト リ メ チ ロ ー ル プ ロ パ ン 、 ト
リ ２ エ チ ル ヘ キ サ ン 酸 グ リ セ リ ル な ど の エ ス テ ル 系 溶 剤 、 イ ソ ノ ナ ン 酸 、 イ ソ ミ リ ス チ ン
酸 、 ヘ キ サ デ カ ン 酸 、 イ ソ パ ル ミ チ ン 酸 、 イ ソ ス テ ア リ ン 酸 な ど の 高 級 脂 肪 酸 系 溶 剤 、 ジ
エ チ ル グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ
レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ジ ブ チ ル エ ー テ ル な ど の エ ー
テ ル 系 溶 剤 が 好 ま し く あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 希 釈 溶 剤 中 に 含 ま れ る 極 性 有 機 溶 剤 以 外 の 溶 剤 と し て は 、 脂 肪 族 炭 化 水 素 溶 剤 、 芳 香 族
炭 化 水 素 溶 剤 等 の 非 極 性 溶 剤 が あ げ ら れ る 。 脂 肪 族 炭 化 水 素 溶 剤 と し て は 、 例 え ば 、 新 日
本 石 油 社 製 「 テ ク リ ー ン N-16、 テ ク リ ー ン N-20、 テ ク リ ー ン N-22、 日 石 ナ フ テ ゾ ー ル Ｌ 、
日 石 ナ フ テ ゾ ー ル Ｍ 、 日 石 ナ フ テ ゾ ー ル Ｈ 、 ０ 号 ソ ル ベ ン ト Ｌ 、 ０ 号 ソ ル ベ ン ト Ｍ 、 ０ 号
ソ ル ベ ン ト Ｈ 、 日 石 ア イ ソ ゾ ー ル 300、 日 石 ア イ ソ ゾ ー ル 400、 AF-4、 AF-5、 AF-6、 AF-7」
、 Exxon社 製 「 IsoparＧ 、 IsoparＨ 、 IsoparＬ 、 IsoparＭ 、 ExxolD 40、 ExxolD 80、 Exxol
 D100、 Exxol D130、 Exxol D140」 等 を 好 ま し く あ げ る こ と が で き る 。 ま た 、 芳 香 族 炭 化
水 素 溶 剤 と し て は 、 新 日 本 石 油 社 製 「 ク リ ー ン ソ ル Ｇ 」 （ ア ル キ ル ベ ン ゼ ン ） 等 を 好 ま し
く あ げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 酸 化 防 止 剤 と し て は ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル 系 化 合 物 、 フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン 等 の ア ミ ン 系 化
合 物 、 ヒ ン ダ ー ド フ ェ ノ ー ル 系 化 合 物 、 ヒ ド ロ キ ノ ン 系 化 合 物 、 ヒ ド ロ キ シ ル ア ミ ン 系 化
合 物 な ど が あ る 。 ヒ ン ダ ー ド フ ェ ノ ー ル 系 化 合 物 は 長 期 保 存 を 目 的 と し た 酸 化 防 止 剤 と し
て 優 れ 、 酸 化 生 成 物 が さ し て 着 色 し な い こ と か ら ジ － ｎ － ブ チ ル ヒ ド ロ キ シ ト ル エ ン （ BH
T） や ブ チ ル ヒ ド ロ キ シ ア ニ ソ ー ル （ BHA） 等 が 好 ま し い 。 ま た 重 合 禁 止 剤 と し て 用 い ら れ
、 急 速 短 期 の 酸 化 防 止 機 能 に 優 れ る フ ェ ノ ー ル 系 化 合 物 の う ち ハ イ ド ロ キ ノ ン 、 ガ レ ー ト
等 の フ ェ ノ ー ル 性 OHを 持 っ た 化 合 物 等 を 用 い て も 良 い 。 ま た そ れ ら を 適 宜 、 併 用 す る こ と
も 可 能 で あ る 。
　 酸 化 防 止 剤 の 添 加 量 は 使 用 す る 酸 化 防 止 剤 、 使 用 環 境 に よ っ て 異 な る が 、 イ ン ク 全 量 に
対 し て 0.01～ １ 重 量 ％ 添 加 す る こ と が 好 ま し い 。 0.01重 量 ％ 未 満 で あ る と 酸 化 に よ る 異 物
の 発 生 を 充 分 に 抑 制 す る こ と が で き ず に イ ン ク ジ ェ ッ ト ノ ズ ル か ら の 吐 出 安 定 性 が 悪 化 す
る 。 一 方 、 酸 化 防 止 剤 を １ 重 量 ％ よ り も 多 く 添 加 し て も 、 酸 化 防 止 の さ ら な る 効 果 は 期 待
で き ず 、 逆 に 吐 出 性 が 悪 化 す る 恐 れ が あ る 。
　 分 散 剤 と し て は 、 印 刷 技 術 分 野 で 一 般 に 用 い ら れ て い る も の を 使 用 す る こ と が で き る が
、 そ の 中 で も 高 分 子 分 散 剤 を 使 用 す る こ と が 好 ま し く 、 ポ リ エ ス テ ル ア ミ ン 系 、 脂 肪 酸 ア
ミ ン 系 、 変 性 ポ リ ア ク リ ル レ ー ト 、 変 性 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ カ ル ボ ン 酸 型 高 分 子 、 多 鎖 型
高 分 子 非 イ オ ン 系 、 高 分 子 陰 イ オ ン 活 性 剤 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 ル ー ブ リ ゾ ー ル 社 製 「 ソ ル ス パ ー ス 13940(ポ リ エ ス テ ル ア ミ ン 系 )、 17000
、 18000(脂 肪 酸 ア ミ ン 系 )、 24000、 28000　 」 、 Efka CHEMICALS社 製 「 エ フ カ 400、 401、 4
02、 403、 450、 451、 452、 453(変 性 ポ リ ア ク リ ル レ ー ト )、 46、 47、 48、 4008、 4009、 401
0、 4050、 4055、 4540、 4550、 4560(変 性 ポ リ ウ レ タ ン )」 、 花 王 社 製 「 デ モ ー ル P、 EP、 ポ
イ ズ 520 、 521、 530(ポ リ カ ル ボ ン 酸 型 高 分 子 界 面 活 性 剤 )、 ホ モ ゲ ノ ー ル L-18(ポ リ カ ル
ボ ン 酸 型 高 分 子 )」 、 三 洋 化 成 社 製 「 サ ン ス パ ー ル PS-2、 PS-8、 PDN-173(ポ リ カ ル ボ ン 酸
型 高 分 子 )、 キ ャ リ ボ ン B、 L-400(ポ リ カ ル ボ ン 酸 型 高 分 子 活 性 剤 )」 楠 本 化 成 社 製 「 デ ィ
ス パ ロ ン KS-860、 873SN、 874(高 分 子 分 散 剤 )」 第 一 工 業 製 薬 社 製 「 デ ィ ス コ ー ル 202、 206
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、 OA-202、 OA-600、 N-509、 N-518、 R-618、 AN-703、 AN-715、 AN-720(多 鎖 型 高 分 子 非 イ オ
ン 系 )」 日 華 化 学 社 製 「 デ ィ ス パ テ ッ ク シ リ ー ズ 、 (高 分 子 陰 イ オ ン 活 性 剤 )」 な ど が 挙 げ
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 顔 料 と し て は 、 無 機 顔 料 、 有 機 顔 料 を 問 わ ず 、 印 刷 の 技 術 分 野 で 一 般 に 用 い ら れ て い る
も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 、 カ ド ミ ウ ム レ ッ
ド 、 モ リ ブ デ ン レ ッ ド 、 ク ロ ム イ エ ロ ー 、 カ ド ミ ウ ム イ エ ロ ー 、 チ タ ン イ エ ロ ー 、 酸 化 ク
ロ ム 、 ピ リ ジ ア ン 、 コ バ ル ト グ リ ー ン 、 ウ ル ト ラ マ リ ン ブ ル ー 、 プ ル シ ア ン ブ ル ー 、 コ バ
ル ト ブ ル ー 、 ア ゾ 系 顔 料 、 フ タ ロ シ ア ニ ン 系 顔 料 、 キ ナ ク リ ド ン 系 顔 料 、 イ ソ イ ン ド リ ノ
ン 系 顔 料 、 ジ オ キ サ ジ ン 系 顔 料 、 ス レ ン 系 顔 料 、 ペ リ レ ン 系 顔 料 、 ペ リ ノ ン 系 顔 料 、 チ オ
イ ン ジ ゴ 系 顔 料 、 キ ノ フ タ ロ ン 系 顔 料 、 金 属 錯 体 顔 料 な ど の 従 来 公 知 の 顔 料 を 特 に 限 定 す
る こ と な く 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ ら の 顔 料 は 、 単 独 で 用 い て も よ い し 、 適 宜 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る
が 、 イ ン ク 全 体 に 対 し て 0.01～ 20重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク は 、 顔 料 、 希 釈 溶 剤 、 分 散 剤 、 酸 化 防 止 剤 以 外 に
、 例 え ば 消 泡 剤 、 ワ ッ ク ス 等 を 含 ん で い て も よ い 。   
　 以 下 に 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 大 豆 油 メ チ ル （ 花 王 製  IV=133） 20重 量 部 、 イ ソ ス テ ア リ ル ア ル コ ー ル （ 日 産 化 学 製  IV
=１ ） 34.7重 量 部 、 ナ フ テ ン 系 溶 剤 （ 新 日 本 石 油 社 製 Ａ Ｆ － ７ ） 30重 量 部 混 合 し 、 こ れ に
分 散 剤 と し て ソ ル ス パ ー ス 28000（ ル ー ブ リ ゾ ー ル 社 製  IV=132.9） 10重 量 部 、 酸 化 防 止 剤
BHTを 0.3重 量 部 を 溶 解 し 、 さ ら に カ ー ミ ン 6B（ 大 日 本 イ ン キ 化 学 工 業 社 製 ） を ５ 重 量 部 添
加 し て プ レ ミ ッ ク ス し た 。 そ の 後 ビ ー ズ ミ ル に て 約 20分 間 で 分 散 し て イ ン ク を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 実 施 例 ２ ～ 実 施 例 ８ ）
　 表 １ に 記 載 し た 顔 料 、 溶 剤 、 分 散 剤 、 酸 化 防 止 剤 を 記 載 し た 量 用 い た 以 外 は 、 実 施 例 １
と 同 様 に し て イ ン ク を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 比 較 例 １ ～ 比 較 例 ３ ）
　 表 2に 記 載 し た 顔 料 、 溶 剤 、 分 散 剤 、 酸 化 防 止 剤 を 記 載 し た 量 用 い た 以 外 は 、 実 施 例 １
と 同 様 に し て イ ン ク を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 評 価 方 法 ）  
＜ ヨ ウ 素 価 ＞
　 ヨ ウ 素 価 測 定 は JISK0070に 基 づ い て 電 位 差 滴 定 を 行 い 、 そ れ を も と に 算 出 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ 保 存 安 定 性 ＞
　 イ ン ク を 密 閉 容 器 に 入 れ て 70℃ の 環 境 下 で 4週 間 放 置 し 、 そ の 後 イ ン ク の 粘 度 の 変 化 を
測 定 し 、 そ の 測 定 結 果 を 以 下 の よ う に 評 価 し た 。 な お イ ン ク の 変 化 率 は 以 下 の 式 に よ り 求
め た 。 ま た イ ン ク の 粘 度 は HAAKEレ オ メ ー タ RS75に よ り 測 定 し た 。   
　 {（ ４ 週 間 後 の 粘 度 値 ） ／ （ 初 期 粘 度 値 ）  × 100}－ 100 （ %）
　 　 　 ○ ： 粘 度 変 化 率 が 3％ 以 内
　 　 　 × ： 粘 度 変 化 率 が 3％ 以 上
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ 分 散 安 定 性 ＞
　 イ ン ク を 密 閉 容 器 に 入 れ 、 酸 素 を 置 換 し た 状 態 で 80℃ の 環 境 下 で 2週 間 ま た は 4週 間 、 放
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置 し 、 そ の 後 目 視 に よ る 状 態 変 化 を 観 測 し た 。   
　 　 　 ○ ： 目 視 に よ る ゲ ル 化 ま た は 凝 集 無 し
　 　 　 × ： 目 視 に よ る ゲ ル 化 ま た は 凝 集 有 り  
【 ０ ０ ３ ３ 】
＜ 吐 出 安 定 性 ＞
イ ン ク を 60℃ で 1週 間 放 置 後 、 ピ エ ゾ 圧 電 方 式 の ラ イ ン 式 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に 導 入 し 1
時 間 連 続 し て イ ン ク を 吐 出 さ せ 、 こ の 試 験 を 10回 行 っ た 。   
　 　 　 ○ ： 不 吐 出 ほ と ん ど な い
　 　 　 × ： 不 吐 出 が 多 い
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の 評 価 方 法 に よ り 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ８ お よ び 比 較 例 １ ～ 比 較 例 ３ の イ ン ク を 評 価 し
た 。 結 果 を 表 １ お よ び 表 ２ に 示 す 。
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 実 施 例 １ ～ ８ の イ ン ク は ヨ ウ 素 価 40～ 150の 溶 剤 を 希 釈 溶 剤 に 対 し て 10～ 40重 量 ％ 含 む
も の で あ っ て 、 イ ン ク の ヨ ウ 素 価 が い ず れ も 25～ 60の 範 囲 に あ る た め 、 粘 度 変 化 が 少 な く
良 好 な 吐 出 安 定 性 、 保 存 安 定 性 を 実 現 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に 対 し 、 イ ン ク の ヨ ウ 素 価 が 25～ 60の 範 囲 に あ っ て も 酸 化 防 止 剤 を 含 有 し て い な い
比 較 例 １ で は 、 酸 化 に よ る 影 響 を 受 け て 、 分 散 剤 の 溶 剤 に 対 す る 溶 解 性 が 落 ち 、 分 散 剤 と
顔 料 の 相 互 作 用 が 変 化 し て 、 保 存 安 定 性 が 低 下 す る と と も に 吐 出 安 定 性 が 得 ら れ な か っ た
。 ま た 、 イ ン ク の ヨ ウ 素 価 が 17と 低 い 比 較 例 ２ の イ ン ク は 、 分 散 剤 が 付 与 す る 顔 料 粒 子 相
互 の 安 定 性 に 必 要 な 反 発 力 が 充 分 に 得 ら れ ず 、 ま た 溶 剤 に 対 す る 分 散 剤 の 溶 解 性 が 低 下 し
て イ ン ク の 粘 度 が 上 昇 す る と と も に 吐 出 安 定 性 が 得 ら れ な か っ た 。 ま た 、 イ ン ク の ヨ ウ 素
価 が 67で あ る 比 較 例 ３ の イ ン ク で は 、 酸 化 に よ る 影 響 を 受 け て 、 分 散 剤 の 溶 剤 に 対 す る 溶
解 性 が 落 ち 、 分 散 剤 と 顔 料 の 相 互 作 用 が 変 化 し て 、 保 存 安 定 性 が 低 下 す る と と も に 吐 出 安
定 性 が 得 ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 非 水 系 イ ン ク ジ ェ ッ ト イ ン ク は 、 イ ン ク の ヨ ウ 素 価 を 25～ 60の
範 囲 と し た の で 、 分 散 剤 が 付 与 す る 顔 料 粒 子 相 互 の 安 定 性 に 必 要 な 反 発 力 と 溶 剤 に 対 す る
分 散 剤 の 充 分 な 溶 解 性 を 得 る こ と が 可 能 で あ り 、 良 好 な 保 存 安 定 性 を 実 現 す る こ と が で き
る 。
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